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部品レイアウト図

基板の部品レイアウトを示します。

XPport03 XPort リセット SW ADM3202ARN D-SUB コネクタ

I2C-EEPROM

DC ジャック

三端子レギュレータ

取り付け位置

端子台

リレー 1 接点出力

端子台

リレー 2 接点出力

リレー 1 リレー 2校正用 VR1 校正用 VR2

温度センサ 1

LM35

温度センサ 2

LM35

赤外線受光モジュール

赤外線 LED

JP30 XPort 用電源

切断ジャンパ

XPort 用 3.3V 三端

子レギュレータ

PICKEY 用コネクタ

オペアンプ

製作手順、注意事項など

RS-232C レベル・コンバータを使用する場合は、一番初めに取り付けてください。他の部品を先に付けるとはん
だ付けがやり難くなる場合があります。

背の低い部品から順番に取り付けて、D-SUB コネクタ、XPort、リレーなどは最後の方で取り付けます。

温度センサは直接付けないでナイロン・コネクタを取り付けて、センサ・ケーブルを延長させることができます。
この場合、2 芯のシールド線を使用します。長さは最大 1m です。

温度センサを使用する際、VDD をリファレンス電圧にしている場合は、三端子レギュレータ U4 を使用すれば、
安定度が増します。精度が必要な場合は、リファレンス入力に正確な基準電圧を加えるようにしてください。なお、
プログラムも VRev+/- ピンを使用するように作成する必要があります。

温度センサのアナログ出力はオペアンプを通して PIC に接続されています。温度の校正は、オペアンプのゲイン
を調整することで行います。この調整は VR1（温度センサ 1）、VR2（温度センサ 2）で行います。

Rev.B 基板から I2C/SPI/1-Wire 用の 6P のナイロン・コネクタが実装できるようになっています。このコネクタ
を使って、SPI、1-Wire を使用する場合は、基板上の I2C-EEPROM は実装できませんので、IC ソケットを使って
取外しができるようにしておいてください。

Rev.B 基板から、XPort の電源を切るためのジャンパ (JP30〕が付いています。このジャンパをオープンにすると、
XPort の電源が切断されます。XPort 使用時はショートするようにしてください。

XPort を搭載している場合で、XPort をネットワークに接続していない場合、赤外線受光モジュールが XPort から
のノイズを拾って誤作動することがあります。

5V の三端子レギュレー
タを使用しない場合は、
図のようにレギュレー
タの 1、3 ピン位置をメッ
キ線でショートしてく
ださい。

XPort を使用する場合
は、JP30 はショートす
る必要があります。 I2C/SPI/OW 用コネクタ
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RS‑232C(Tx/Rx)

XPort(Tx/Rx)

D‑SUBメス

D‑SUBオス

D‑SUBストレート

D‑SUBクロス

JP18‑JP23 JP10‑JP13 JP14‑JP17

VRef(‑) = GND
VRef(+) = VDD

JP1‑JP4

RA2: AN2(CN2)
RA3: AN3(CN2)

JP3

JP4

JP2

JP1

RS‑232C(CTS/RTS)

XPort(CTS/RTS)
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JP24‑JP27*

* CTS,RTSを使用しない
場合は実装不要

リレー1: RC0
リレー2: RC4

リレー1: RC0
リレー2: RC1
(SPI使用時)

JP5(リレー1) / JP6, JP62(リレー2)

JP62

JP6

JP5

JP62

JP6

JP5

オープンにすれば、リレー回路分離

ジャンパ設定

ジャンパの設定を示します。JP30 は Rev.B で増設しました。XPort の電源を切るためのものですが、XPort 使用
時はショートしておいてください。

また、従来リレーで使用していた出力ポートの RC4 は、SPI 使用時は SDO 信号として使用するため、リレー制御
には使用できません。そのため、JP62 を増設してリレー用ポートを RC4 から RC1 へ切り替えられるようにしま
した。なお、JP5、JP6(JP62) のジャンパを外してオープンにするとリレー回路がポートから分離されます。

DCジャック センタ(+)

DCジャック センタ(‑)

JP9JP8

JP9JP8

JP8‑JP9

JP28、JP29 はオペアンプのア
ナログ出力を PIC のアナログ
入力から分離するためのジャ
ンパです。オペアンプの出力
を使う場合はショートします。
JP28 は PIC の AN0、JP29 は同
AN1 に対応しています。

JP7 は LED1 ～ LED8 を
使うかどうかを設定す
るジャンパです。JP7 を
ショートすると LED が有
効になります。
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GND
+5V
SCL
SDA

1
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4
5SDO
6SS

GND
+5V
SCK
SDI

I2C SPI

I2C/SPI/1‑Wire コネクタ

1
2
3
4
5
6

GND
+5V
DQ

1‑Wire

I2C/SPI/OWコネクタ (CN10)

Rev.B より CN10 を増設しました。このコネクタは I2C、SPI、1-Wire バス接続用のコネクタです。I2C、SPI に関
しては、PIC 内蔵の MSSP モジュールが使用できますが、1-Wire に関してはハードウェアを内蔵していないため、
ソフトウェアでの制御となります。制御の詳細は CQ 出版刊 「マイコンの 1 線 2 線 3 線インターフェース活用入門」
を参照してください。

使用するバスにより各信号線の意味が変わります。結線は下図のようになっています。

なお、SPI、1-Wire インターフェースを使用する場合は、当ボード上の I2C-EEPROM は取り外す必要がありますので、
注意してください。

免責

当製品は、設計上、製造上などの問題如何にかかわらず発生した不具合に対して、いかなる損害賠償、補償も負
うことはできません。

誤作動すると危険なものへは使用しないでください。

シルク印刷
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部品リスト

全使用部品リストの一覧を示します。用途によっては不要なものもありますので、部品選定の参考にしてください。
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回路図 (2/2)


